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地上 と 宇宙 の 仲間 が 一 丸 と 
な っ て 次 の 一 手 を 考え 続け た 」 


星 出 彰彦 宇宙 飛行 寺 
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打ち 上 げに 向け ラス トス パー ト 
平時 か ら 災 害 時 まで 
暮らし を 見 守る ! だ いち 2 号 」 


日 本 大 震 災 か ら 2 年 が た と うと し て いま す 。 大 沢 右 二 宇宙 利用 ミッ ショ ン 本 部 「ALOS-2」 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 
AXA で は 、 震 災 直 後 か ら 陸 域 観 測 技術 衛 山体 崩壊 の メカ ニズム を 解明 し 
1 NN 防災 ・ 減 災 に つなげ る 
「 だ いち 」 や 、 超 高 速 イ ンタ ーネット 衛星 [ き 村上 亮 
ず な 」、 技術 試験 衛星 WW 型 け きく 8 号 ] な どの 2 
人 工 衛星 を 利用 し 、 被災 地 支援 を 行っ て きま し た が 、 今後 水稲 作付 面積 を 高 精度 に 把握 する 手法 
予想 され る 災害 に 備え 、 新た な 取り 組み を スタ ー ト させ ま と し て 期待 
し た 。 日 本 医師 会 と 協力 し 、「 き ず な 」 を 用 いた 災害 時 の 情 本 生態 系 計測 研究 凡 域 主任 研究 員 
報 共有 の 実証 実験 や 、| き く < 8 号 ] を 用 いた GPS 津波 計 か 太 
ら の デー タ 伝 送 実験 、 ま た 日 本 原子 力 研 究 開発 機構 と の 共 ギャ ラリ ー 「 し ずく 」 水 の 惑 星 
同 研究 で 、 放射 線 モ ニタ リン グ の た め の 小 型 無人 航空 機 シ し る ピ 
ステ ム の 開発 を 進め て いま す 。 それ ぞ れ の 関係 者 へ の 取材 AUSj 旨 
- 秋 室 対策 支援 SN いと っ の 被災 地 医療 や 津波 計測 に 
を も と に 、JAXA の 炎 害 対策 支援 の 取り 組み に つい て ご 紹 “使え る "衛星 で ある た め に 
介し ます 。 そ し て 、 いよいよ 今年 度 、 陸 虹 観測 技 術 衛 星 2 号 IE 
(ALOS-2) が 打ち 上 げ ら れ ま す 。「 だ いち 」 で 培っ た 技術 を 寺田 幸博 基本 和 カ デ ザ エッ 
< と 所 すま ド > ミ い >、 ンド た 四 
発展 きせ 、 突 震 状況 の 把握 カ ら 地 図 作 成 、 資源 探査 中 局 正 博 ミッ ツ > 和 有人 ンタ 
まで 、 幅広 い 分 野 で の 利用 に 期待 が 高まっ て 4 
いま す 。 | だ いち 2 号 ] と 愛称 が 決ま っ た 和則 
5 > ロー ロコ > > 竣 
ANN JAEA と JAXA が 強力 タッ グ 
ー ジ ャ に 、「 だ いち 2 号 ] の 最新 状 放射 線 モ ニタ リン グ の た め の 
INTR ロ ロロ 選 TIOMN 江 二 N T 2ー 小型 無人 航空 機 シ ステ ム の 開発 
タ の 具体 的 な 利用 方 法 に つい て 鳥居 建 男 ( 絢 ) 本 原子 研究 開発 機構 福島 技術 本 部 
Ne 福島 環境 安全 セン ター 研究 主席 
話 を 聞き まし た 。 本誌 裏面 に 眞田 幸 尚 9 の 0 福島 技術 本 部 
ぶ 」 、 ロロ こさ 中島 環境 安全 セン ター 
は 、 | だ いち 2 号 ] の ミッ ショ ンマ 穂積 弘毅 航空 プ ログ ラム グル ー プ 無人 航空 機 利用 技術 チー ム 
ー ク 選定 キャ ン ペ ー ン の お 知ら 小型 無人 機 シス テム セク ショ ン 主任 研究 員 
に 村岡 浩治 航 補 プロ グラ ム グ ルー プ 無人 航空 機 利用 技術 チー ム 
せ も 掲載 し て いま す の で 、 皆さま 小型 無人 機 シス テム セク ショ ン セク ショ ン リ ー ダ 


の た くさ ん の ご 応募 お 待ち し て = p 
お り ま す .。 宇宙 に 飛び 出す 


今 号 で は 防災 に 関す る JAXA の 取り 組み を 紹介 する 記事 を メイ ド ・ イ ン 7 の 5 
掲載 し て いま す 。 目 次 の 文 印 の ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 シマ フン 電機 株 式 会 社 
kz4 


宇宙 広報 レポ ー ト 


地元 企業 と 始め る 産業 連携 


阪本 成一 宇宙 科学 研究 所 教授 / 宇 宙 科 学 広報 ・ 普 及 主幹 


JAXA 最 前 線 
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NEWS 
「 だ いち 2 号 」 の ミッ ショ ンマ ー ク を 選 ぼ う ! 


表紙 :「 だ いち 2 号 ] の 模型 と 大 沢 右 二 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 。 
背景 は 航空 機 搭載 合成 開 ロ レー ダ (Pi-SAR-L2 ) が 撮影 し た 
つく ば 市 の 画像 。「 だ いち 2 号 ] に は 、 こ の Pi-SAR-L2 と 同じ 分 
解 能 を 持つ L バ ンド 合成 開 ロ レー ダ (PALSAR-2) が 搭載 され る 。 
撮影 / 田 山 達 
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国際 宇宙 ステ ーション で の 長期 滞在 ミッ ン ョ ン を 終え 


WWW 2 アン ぞ 2012 年 11 月 19 日 に 帰還 し た 星 出 朝彦 宇宙 飛行 士 。 
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NN 船 外 活動 で は 地上 チー ム と 力 を 合わ せ 一 
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* ひ うろ) の SS で 2G 全 や つ 喧 
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ヘリ ーKGH AA 条 自 才 つり 7 へ 
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叶 ヨ ^ ふ リーKKG 敵 会 ぶ ロ の の 父 
る つ 生 で 還っ リン seG 東 っ 
nenen バド 悪 どの や 栄 補完 、 つ うっ 愉 
還っ 人 史 民生 Daoe つ 所 "くく 
ぬ 訟 ちり 革 局 くい 記 届 ロコ の の G 笑 
誠 史 棚 weQS や ゃ 公 / 距 容 りか 
YO で く だ いき ルコ 
ト SES つ が かつ お 思 " 王 品 で で や 
xyJsn 才 ら 村 いり っ vo-y" 加 届 全 マ 
時 泌 り [mn | 的 棚 記 や つか 
G 尿 忠信 慰 全 0 Peas つ お ? 
ー 一 忠 宗 問 提 倒 避 6 で Py 
つき 2xnQ リト いつ の 局 | co 中 
刻 倒 を Ps つ 選 "ロビ の の 
回 ぐっ うら マン se | の ひ G の 選 | 282Ox い 
ら つ 信 " 

呈 藤 箱 絡 つ 全 刀 "TDS 
つ 選 | 8 執 G 軍 窯 豆 め 須 び や っ 
SYSEIuti3 ま た RILIE 
か 完全 で る で つ 生 で 県 で っ いり 栄 se 
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尉 堪 ONvG 互 芸 艇 で SO 倒 艇 が 
で らっこ っ ぷ つる ” 地 地 ら 乱 落 te 


こ 到 着 し た 
アカ バ (中 央 )、 


食糧 や 実験 装置 な ど を 搭載 し 、ISS( 
う の と り ] 3 号機 。 星 出 ( 右 )、 
ウィ リア ムズ ( 諾 ) 宇宙 飛行 士 が 出迎え た 
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票 史 部 近 り づつ 全 や 率 で さ ー 
り 記 志 で で ve 塞 記 の くい GS 
交 三 り 個 散り じゃ" wm つ お 同 並 富 
完 骨 福司 攻 全 居り 2sQG 宙 の 
演 信 じ 身 のぶ つ 記 


HQ 幅 革 さ つ 


雇 電 編 和 に の の つ 余 押 つ 
ぐう 2 で つめ " 

圏 二 路 浴 守 り 表 % で 863S8oo 下 
ur く で DS ぐら 人 / | 難 ご 窟 
訪 ぬ だ で 刀 ま りり 一 か で トト さき 人 
二 垣 窟 に ゴロ 生 ネ ー ト ー さ G 束 
半球 洒 SPP や N・ ト く 柱 舞 栄 に 
寺 つ 387 計 才 ら つ で 公記 窟 尚 Q つ 
っ 6 つめ 

ーー ぐ で 回 @ 器 奈 更 編 ぐ @ 想 宮 ロ で っ 
いり 視 全 や P ン 完 0 っ" 

咽 ゴ 一 蜂 @m 呈 の の ぐ 幅 玉 
尽 細 示 昌 (Main Bus Switching 
Unit : 逐 員 の ご ) ぐ 人 巡 りつ 「 有 
の ら 全 胡 論 骨 計 く と ミ 公 で 部 
め 愛 宗 骨 R 和 尽 で 季 江 ロロ の の 
だ G 設 陵 刷 選 対応 環 昌 ら ゃ "ロロ 


と し て 最長 。 写真 は 3 回 目 の 船 外 活動 中 の 


星 出 ( 左 )、 ウ ィ リ アム ズ ( 右 ) 両 宇宙 飛行 


計 21 時 間 23 分 の 般 外 活動 は 日 本 人 宇宙 飛 
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坦 上 上 走 漂 的 所 に も 
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翌 二 G 部 蛋 豊 MW ひ つ 凡 けり っ Jxo4L 
ぶし 宜 弓 つ ” 守 つね で ちら 会 
* で に 二 つ り 誤 宮 了 り Ps つ 
) 朱 で お の っ 心 制 李 守 人 生 で お ら 
SS" koyo | Sn を 多層 
トロ ey ま svJ く KEKXN い oN] 
っ 8 全 公司 時 人 さら っ が つぶ 
ーー 志 員 の 選定 ち で で 叶 公 
い QGS 人 所 王宮 そ 完 憶 
中 正登 丸 多 やつ " Q 回 上 
S 器 未 更 編 じ り 知 居 選 源 ン お る 
JOGT の SS 邊 手 ) つ かつお 公 " 
間 が 生 287 私 所 G 王 人 SO 
調 蘭 門 民 c 半 と りつ 倒 上 求 ら ゃ " 
nANASG 必 ヘー ミ 公 身幅 
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ww いっ で 尺 尉 8 守っ 6 の "製作 へ 
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ちら 8 層 で さっ 禄 翌 穫 yo 人 で お 
SP「 AKG 肝 9% ら 限っ いり 全 か 
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表示 され て いる 色 は 海水 密接 度 を 表し 、 赤 で 示す ほど 氷 が 密集 し て いる 
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を 示す 1 


「 し ずく 」 は 高度 約 700km の 軌道 上 か 
ら 約 1.450km 幅 で 観測 を 行い 、 地 球 表 
面 の 99% の 範囲 を わずか 2 日 間 で カバ 
ー す る た め 、 大 洋 を まる ご と 捉え る こと 
が で きま す 。 左 の 画像 は 、 海 上 の 風速 
分 の デー タ を 画像 化し た も 


北海 道 に 押し 寄せ る 流水 を 「 し ずく | が 
捉え まし た 。 オホーツク 海 沿岸 を 舐め 
る よう に サハ リン か ら 垂 れ 下 が る 赤い 舌 
が 、 流 水 を 表す [海水 密接 度 」 の 高い エ 
リア で す 。 今 シ ー ズ ン の 初 接岸 は 2013 
年 1 月 17 日 ( 右 画像 )。 雲 に 覆 わ れ て い 
る こと も 多い この 海域 で すか が 、 観測 に 
使う マイ クロ 波 は 雲 を 透過 する の で 、 天 
候 に 左右 され ず 広 い 範囲 の 観測 が 可 
能 で す ウェ ブサ イト 「 オ ホー ツク 海 の 
海水 分 布 ペ ー ジ (http://sharaku.eorc. 
jaxa.jp/Cgi-bin/adeos2/seaice/Seaice. 
cgi?lang=j&mode=large) で 毎日 の デー 
タ を 公開 し て お り 、 流 氷 観光 に も 役立て 
られ て いま す 。( 左 画像 は 初 接岸 の 1 週 
間 前 、 1 月 10 日 の 画像 ) 
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南極 の 海水 に は 、 動 か な い 厚 い 「 定 着 
氷 ] と 、 風 や 海流 で 移動 する [流氷] が あ 
り ま す 。 南極 域 で の 航行 に は 、 刻 々 と 変 
わる 海上 の 様子 を リア ル タ イム で 捉え る 
「 し ずく 」 の デー タ が 役立ち ます 。 2012 
年 12 月 か ら 、 昭 和 基 地 へ 向かう 観測 船 
「 し ら せ ] や 、 南 極 域 の 海洋 調査 を 行う 
[海鷹 丸 」 に 、「 し ずく 」 が 捉え た 南極 の 海 
氷 デ ー タ を 提供 する 体制 が 整い まし た 。 
昭和 基地 へ の 物資 輸送 は 「 し ら せ ] の 重 
要 な ミッ ショ ン で す 。 12 月 19 日 に 生野 
菜 や フル ー ツ 、 家 族 か ら 越 冬 隊 員 へ の 手 
紙 を 載せ た ヘリ コ プ タ ー の 第 1 便 が 昭和 
基地 に 到着 し 輸送 ミッ ショ ン が 開始 さ 
れ ま し た 。 し か し 「 し ら せ ] は 厚い 定着 氷 
に 阻ま れ 昭 和 基 地 へ の 接岸 断念 を 決定 
(2013 年 1 月 10 日 )、 基 地 北 西 18km の 
地点 か ら ヘ リコ プター で 物資 輸送 が 行 
われ まし た 。 物資 輸送 後 の 「 しらせ] の 
海洋 観測 と 航海 に お いて も 「 し ずく 」 の 
デー タ が 役立て られ て いま す 。 


の (黒い 部 分 は 観測 の 隙間 ) で 、 関 東 に 
大 雪 を 降ら せ た (2013 年 1 月 17 日 ) 強 
い 低 気圧 が 日 本 の 東海 上 に 映っ て いま 
す 。 右 の 画像 は 海面 温度 の 3 日 平均 を 
画像 化し た も の 。 太平 洋 赤道 域 の 東部 
か ら 西 部 に か け 冷 た い 流れ を 見 る こと 
が で きま す 。 異常 気象 を も た ら す と され 
る エル ニー ニョ ノラ ニー ニャ の 判定 の 
た め 、「 し ずく 」 に よっ て 広い 範囲 の 継続 
的 な 観測 が 行わ れ て いま す 。 
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「 し ずく 」 で は 6.9GHz 一 89.0GHz の 8 
つの 周波 数 帯 で 、 水 の 分 子 が 放射 する 
マイ クロ 波 を 観測 し ます 。 それ ら を 巧妙 
に 組み 合わ せる こと で 、 地 球 上 の 水 の さ 
ま ざ ま な 表情 を 読み 取る こと が で きま 
す 。 画像 は 2012 年 5 月 一 10 月 に か け 、 米 
国 の 衛星 Windsat と 「 し ずく ] で リレー 観 
測 し た 、 北 米 大 陸 の 土壌 水分 量 の 平年 
比 (平年 値 に 対し て 、 乾 いて いる が 湿っ て 
いる か を 示す ) の 推移 で す 。 広い エリ ア 
を 継続 観測 する こと で 、 食 糧 生産 予測 
に 役立て る こと が で きま す 。 


ギャ ラリ ー し ずく 」: 


水 の 勤 


宇宙 か ら 見 た 「 地 球 」 は 、 そ の 名 前 と は うら は ら に 、 水 に 包ま 
れ た 惑星 で す 。 表面 の 7 割 を 占め る 海 だ け で な く 、 氷 河 や 
雪原 が 陸地 を 覆い 、 雲 や 雨 が 刻々 と 変わ る 表情 を 作っ て 
いま す 。 気象 や 気 修 の メカ ニズム を 解き 明か す 上 で 「 地 球 
上 の どこ に 、 ど ん な 形 で . ど れ ほ どの 水 が 存 在 す る の か | を 
知る こと が 欠か せま せん 。 Hz2O^ 水 の 分 子 が 放射 する 微 
弱 な マイ クロ 波 を 宇宙 で キャ ッ チ する こと で . そ れ を 測る の 
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昭和 基地 


が 第 一 期 水循環 変動 観測 衛星 「 し ずく 」 の 役割 で す 。 
2012 年 5 月 の 打ち 上 げ 以 来 、 順 調 に 運用 が 続け られ て き 
た 「 し ずく 」 の 観測 デー タ か ら 、 地 球 の 今 を 伝え る 画像 を ご 


紹介 し ます 。 
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相模 原 の 中 小 企業 と 宇宙 を 結ぶ 取り 組み 


「 宇 宙 基 本 計画 ] に は 航空 宇宙 産業 を 日 本 の 基幹 産 
業 に 育て る と いう 戦略 が 示さ れ て いま す が 、 こ れ を 実 
現す る た め の 小 さ な 取 り 組 み が 相 模 原 か ら 始 まっ て 
いま す 。 

宇宙 開発 と いう と ロケ ッ ト や 人 工 衛星 な どの 特殊 で 
大 型 で 複雑 な シス テム を 想像 し 、 中 小 企業 の 新規 参入 
は 容易 で は な いと いう 印象 が あり ます 。 それ は 間違い 
で は あり ませ ん が 、 複 雑 だ と いう こと は それ だ け 多 く 
の 技術 が 必要 だ と いう こと で す 。 また 、 萌 芽 的 ・ 基 礎 
的 な 研究 開発 で は 小 規模 な 試作 の 機会 る 豊富 で す 。 こ 
の よう な 試作 を 、 付 き 合い の ある 特定 の 企業 だ け で は 
な く 、 高 い 技術 水準 を 持つ 中 小 企業 を 発掘 し て 発注 す 
る こと が で きれ ば 、 JAXA に と っ て は 調達 経路 の 多様 
さ の 確保 に つなが り 、 企 業 に と っ て も 宇宙 航空 産業 へ 
の 参入 の 門戸 が 開か れ ま す 。 

JAXA の 中 で も 宇宙 科学 研究 所 は 大 学 同様 に 研究 
室 で の 小 規模 な 試作 ・ 開 発 が 特 に 盛ん で すか ら 、 中 小 
企業 と の 連携 を 進め や すい 状況 に あり 、 品 質 と 価格 と 
納期 で 折り 合い が つけ ば 、 地 元 の 中 小 企 業 が 新規 参入 
する 余地 も 多分 に あり ます 。 

その た め に は 、 企 業 と JAXA の 研究 者 と の 出会い の 
機会 を 用 意 し て 、 研 究 開発 現場 で の ニー ズ を 企業 側 に 
知っ て いた だ く 必 要 が あり ます 。 その よう な 機会 を 
JAXA が 独自 に アレ ンジ する の で 重要 で す が 、 呼 び か 
ける チャ ン ネ ル が 限ら れ ま す 。 手 っ 取り 早い の は 既存 
の 産業 活性 化 の 枠組 み を 利用 する こと で す 。 そこ で 、 
産業 交流 展 の 相模 原市 ブー ス の 中 に JAXA コ ー ナ ー 
を ご 用 意 い た だ き 、 宇 宙 航 空 産業 の 町 と し て の イメ ー 
ジ 作 り を お 手伝い する と と も に 、 企 業 と の 出会い の 場 
の 創出 に 努め て きま し た 。 


「 南 西 フ ォ ー ラ ム 」 と 連携 し 
宇宙 産業 を PR 


も う 1 つ の 取り 組み が 、「 南西 フ ォ ー ラ ム (首都 圏 南 
西 地域 産業 活性 化 フ ォ ー ラ ム )」 の 活用 で す 。 これ は 、 相 
模 原市 や 町 田 市 を 中 心 に 、 八 王子 市 、 大 和 市 、 座 間 市 、 海 
老 名 市 、 厚 木 市 な ど を 含め た 首都 圏 南西 地域 の 産学 連 
携 ・ 企 業 連携 に よる 新 ビ ジネス の 創出 や 技術 の 高度 化 
を 目指 し た 交流 会 で 、2004 年 6 月 か ら 活 動 し て いま す 。 


2011 年 10 月 に 行わ れ た 航空 宇宙 産業 展 で の 相模 原市 ブー ス 


フォ ー ラ ム 自 体 は 年 3 回 開催 され 、 過 去 に も JAXA 
の 久保 田 孝 教授 や 東大 阪 宇宙 開発 協同 組合 の 竹内 修 
氏 ら が 話題 提供 し て いま す 。 12 年 9 月 5 日 に 開催 され 
た 第 23 回 南西 フォ ー ラ ム で は 、「『 は や ぶさ 」 の ふる さ 
と ・ 南 西 地域 で 、 宇 宙 産 業 へ の ビジ ネス 参入 を 考え る 」 
と いう テー マ で 、 JAXA の 野中 有 聡 准 教授 に よる 「 再 使 
用 ロケ ッ ト の 研究 と 研究 現場 で の ニー ズ に つい て 」 と 
いう 講演 や 、 NEC 東 芝 ス ペー スシ ステ ム (株 ) の 品質 
保証 部 の 岡本 公 一 氏 に よる 「 宇 宙 の も の づく り と 信頼 
性 品質 保証 ] と いう 講演 が あり まし た 。 


「 モ ノ づ くり 企業 の た め の 
宇宙 科学 研究 会 ] 発 足 


これ を 一 過 性 の も の で な く 定 着 さ せる た め に は 、 お 
互い の 顔 が よく 見 える よう に な る まで この よう な 取り 
組み を 持続 的 か つ 系 統 的 に 行う こと が 大 切 で す 。 そこ 
で 、 問 題 意 識 を 持っ た 企業 を 対象 と し た 「 モ ノ づ くり 
企業 の た め の 宇 宙 科 学研 究 会 ] を 分 科 会 と し て 組織 
し 、 テ ー マ を 変え な が ら 年 数 回 開催 し て いま す 。 

第 1 回 の 分 科 会 は 12 年 11 月 29 日 に 相模 原市 産業 会 
館 で 行わ れ 、 JAXA の 大 山 聖 准 教授 が | 火星 飛行 機 の 
研究 と 研究 現場 で の ニー ズ に つい て 」 と いう テー マ で 
講演 。 約 60 名 の 参加 者 を 迎え て 活発 な 意見 交換 が 行 
われ まし た 。 第 2 回 は 2013 年 1 月 22 日 で 、 JAXA の 丸 
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に お ける 電気 系 と 機械 系 の 連携 事例 を 紹介 し まし た 。 
第 3 回 は 伸展 構造 を テー マ に 取り 上 げ よ うと 準備 を 進 
め て いる と ころ で す 。 
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この よう な 目 に 見 える 活動 は 新聞 な ど に も 取り 上 
げ ら れ 、 よ り 多 く の 関 係 者 の 目 に 触れ る よう に な り ま 
し た 。 すでに 神奈 川 県 の 商工 労作 局 と の 連携 も 始ま っ 
て いま す 。 いき な り ト ッ プ ダウ ン で 全体 を 動か す の で 
は な く 、 ま ず は 機動 力 の ある 相模 原 を 拠点 と し て 試験 
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体 の 活動 へ と 広げ て いこ うと し て いま す 。JAXA 内 の 
ー 部 門 で の 地域 と の 取り 組み を 通じ て 、 全 国 的 な う ね 
り を 生み 出す こと を 目指 し ます 。 そし て この 記事 その 
も の も 、 そ の よう な 取り 組み の 1 つ な の で す 。 
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SELENE シ ン ポ ジウ ム 2013 開催 


3 日 か ら 25 日 に か け 、 相 模 原 

ン パ ス で 「SELENE シンポ ジ 
ウム 2013」 が 開催 きれ まし た 。 月 
科学 や 月 探査 技術 は 、TAXA の 
月 周回 衛星 「 か ぐ や 」 な ど を 含む 
探査 機 の 観測 成果 に より 大 きく 前 
進 し て いま す 。 シ ン ポ ジウ ム で は 
| 月 の 海 の 形成 ]| 内 部 構造 」[ 極 域 ] 
な どる さまざま な 分 野 で の 最新 研究 
成果 が 発表 きれ まし た 。 ま た 25 
日 に は 相模 原市 立 博物 館 で 一 般 の 


方 々 を 対象 に し た [月 ・ 惑 星 探査 
講座 ] が 開催 され 、 日 本 人 と 月 と 
の 関わ りや 、 世 界 の 月 ・ 惑 星 探査 
計画 に 関す る 講演 な ど が 行わ れ ま 
し た 。 | 極限 の 最前 線 で 切り 開く 
月 の サイ エン スー な ぜ 人 は 行か な 
けれ ば な ら な いか ーー-」| と 題し た パ 
ネル ディ スカ ッ シ ョ ン で は 、 月 探 
査 の 成果 や や 今後 の ミッ ショ ン に つ 
いて 活発 な 意見 が 交 さ る され まし た 。 


フロ セラ ルム 盆地 は 小 天仙 で で 記 
Snofithc moon could bc thereiil 二 記 議 っ 6 


od impact. 


大 阪 大 学 の 佐伯 和 人 准 教 授 に よる 「 か ぐ や 」 の 成果 解説 。JAXA's046 号 に 「 か ぐ や 」 が 明らか 


INFORIMIATIOIN 昌 


邊 の 7 月 17 日 か ら 約 4 カ月 韻 長 
任 ミ ッ シ ョ ン を 行っ た 星 出 宇宙 
飛行 士 が 、 帰 本 後 初め て 帰国 し 、2 
月 16 日 と 17 日 に 秋田 県 秋田 市 、 福 
島 県 郡山 市 で ミッ ショ ン 報 告 を 行い 
まし た 。 星 出 宇 宙 飛 行 士 は 映像 を 
交え ながら 説 明 し 、 参 加 者 は 熱心 に 
聞き 入っ て いま し た 。 会 場 か ら の 質 
間 で は 、「 宇 宙 で は 酔い ます か ? |[ 帰 
還 後 の 体 の 変化 は ?」 な ど 、 体 調 や 


| 


こし た 月 の 起源 と 進化 に つい て の 佐伯 准 教授 の 記事 が 掲載 され て いま す の で 併せ て ご 覧 くだ さい 


星 出 宇 宙 飛 行 士 
秋田 と 郡山 で ミッ ショ ン 報 告 


体 の 変化 に 関す る 質問 が 多く 挙がり 
まし た 。 最 後に 星 出 宇宙 飛行 士 か 
ら の 、「 夢 は あき ら め て し まえ ば ば 実 
現し な い 。 私 も 宇宙 飛行 士 試 験 を 2 
回 失敗 し 、3 回 目 で 宇宙 飛行 士 に な 
れ ま し た 。 皆 さん も 壁 に ぶち 当たる 
か も し れ な い が 、 も う 一 歩 踏み 出し 
て みて くだ さい 。 あ きら め な いで 頑 
張っ て 夢 を 実現 し て くだ さい 」 と の 
メッ セー ジ で 締め くく られ まし た 。 


秋田 会 場 で の ミッ ショ ン 報 告 の 様子 


郡山 会 場 で 小学 生 と 触れ 合う 星 出 飛行 士 


NEV/ ら 
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ミッ ショ ンマ ー ク を 選ば つ ! 


賠 013 年 度 に 打ち 上 げ を 予定 し て いる 陸 域 観測 技術 衛星 
2 号 「ALOS-2」 の 愛称 が 「 だ いち 2 号 ] に 決定 し まし た 。 

「 だ いち 2 号 ] は 、11 年 5 月 に 目標 寿命 の 5 年 を 超え た 観測 
を 通じ 、 多 く の 成 果 を 挙げ た 「 だ いち 」 の 後継 機 で す 。 

「 だ いち 2 号 ] は 、「 だ いち ] の L バ ンド 合成 開 ロ レー ダ 
(PALSAR) に 対し て 、 よ り 詳 細 な 観測 と 広域 の 観測 の 両立 
が で きる L バ ンド 合成 開 ロ レー ダ (PALSAR-2) と な っ て い 
ます 。 夜 で も 、 曇 り で も 、 雨 で も 影響 を 受け ず 、 詳 細 に 観測 
で きる た め 、 災 害 監 視 、 森 林 観 測 と いっ た 幅広 い 分 野 で 利用 
され 、 私 た ちの 暮らし に 貢献 し て いき ます 。 

多く の 方 々 に 「 だ いち 2 号 ] に 興味 を も っ て いた だ き 、 応 
援 し て いた だ く た め 、 こ の た ぴ ミ ッ シ ョ ンマ ー ク 選定 キャ ン 
ペー ン を 開催 いた し ます 。 皆さま の た くさ ん の ご 参加 を お 待 
ち し て いま す 。 


「 だ いち 2 号 」 
ミッ ショ ンマ ー ク 選定 
公募 キャ ン ペ ー ン は 

こち ら か ら ! 


シ 


http://alos2-mark- 
jaXa.jD/ 


ミッ ショ ンマ ー ク は 、「 だ いち 2 号 ] が 皆さま に より 身 
近 に 感じ て いた だ ける シン ボル と し て 、「 だ いち ら 2 号 ] 
に 関す る 文書 や 広報 活動 な ど に 使用 され ます 。 


」 ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ JAXA'S を 
i 配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要 す 
r る 実費 を ご 負担 いた だ く こと に な り ま す 。 詳 しく は 下 
記 ウ ェ ブ サイ ト を ご 覧 くだ きい 。 

1 を ・ 

』」 http://wwwjaxasJp/ 

1 

1 

1 


@ お 問い 合わ せ 先 

』 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 ・ 調 査 事業 部 
i 「JAXA'S」 配送 サー ビス 窓口 

i TEL:03-6206-4902 


# み 、 池 街 を 導く 広報 部 〒100-8260 東京 都 千代 田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング 93 階 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 


Japan Aerospace Exploration Agency TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 JAXA's 配 送 サ ービス http://www.jaxas.jD/ 


